
 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ１０月１５日（水）、６年生が長崎市小学校体育大

会に出場します。大会に向け、６年生は計画的に練習に励んで

います。勝敗だけでなく、仲間と作戦を立て、互いに意見を交

わしながら練習に打ち込む姿は、この期間だけでも大きく成長

していると感じます。 

さて、今年度から大会のあり方や種目が大きく見直されまし

た。特に大会予備日のバスの確保は難しいという課題を受け、

伝統を大切にしつつ、子供たちの教育効果をさらに高めるため、屋内で実施できる種目となりま

した。 

本校は、フラッグフットボール、ボッチャ、フットホッケー、プレルボールの５種目に出場し

ます。これらの種目は、運動能力だけでなく、チームで協力する力や戦略を立てる力を育むこと

ができます。子供たちが自ら考え、話し合うことを中心に練習を進めています。この経験が、将

来にわたる豊かなスポーツとの関わりにつながることを願っています。全校児童の思いを胸に、

勝敗だけでなく、マナーや人との関わり方も含めて、代表として素晴らしい力を発揮してくれる

ことを期待しています。 

 

９月２４日（水）に、本校で特別なコンサートが開催されました。被爆８０周年祈念事業の一

環として、原爆殉難者慰霊会の皆様のご協力により、アメリカの著名なジャズピアニスト、ジェ

イコブ・コーラーさんによる被爆ピアノの演奏コンサートです。 

鈴木長崎市長や西本教育長をはじめ、地域の皆様にもご参加いただき、温かい雰囲気の中で行

われました。ジェイコブさんが代表児童と一緒に被爆ピアノを弾いたり、６年生がジェイコブさ

んの伴奏で「地球賛歌」を披露したりと、心に残る時間となりました。 

最後に、全員で「子らのみ霊よ」を歌いましたが、いつも以上に心に響く歌声でした。コンサ

ート後、ジェイコブさんは長崎ブリックホールで演奏会を行われましたが、「城山小学校の子供た

ちの毎月の平和活動にインスパイア（感化）された」と話されていたそうです。 

このコンサートを通して、被

爆ピアノが持つ特別な音色とと

もに、平和の尊さが子供たちの

心に深く刻まれたことでしょ

う。この感動と学びを、今後の

平和学習へとつなげていきたい

と考えています。 
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小体会出場！６年生の成長を期待しています！ 

被爆ピアノが奏でる平和の音色♪ 


